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う辰
閥
財
政
さ
ら
に

歴
史
と
言
え
ば
、
過
去
に
生
き

た
人
々
の
営
み
、
あ
る
い
は
過
去

の
出
来
事
や
事
件
、
と
い
う
よ
う

に
、
音
の
こ
と
を
想
起
す
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
る
今
も
、
数
年
後
や
数
十
年

後
、
あ
る
い
は
も

っ
と
先
の
未
来

で
は
、
歴
史
と
な
る
。

歴
史
は
、
遺
跡

ｏ
遺
物
や
古
文

書
な
ど
、
人
々
の
生
き
た
痕
跡
、

つ
ま
り
は
史
料
が
あ

っ
て
初
め
て

明
ら
か
に
な
る
。
だ
か
ら
昔
の
こ

と
を
知
る
た
め
に
は
、
今
あ
る
史

料
を
探
す
ほ
か
は
な
い
。
知
り
た

い
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
手
が

か
り
と
な
る
史
料
が
現
存
す
る
と

は
限
ら
な
い
。

し
か
し
、

今
の
社
会
を

歴
史
と
し
て

未
来
に
伝
え

る
た
め
の
史

料
は
、
私
た
ち
が
意
図
的

・
主
体

的
に
遺
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

役
割
を
担
う
の
が
、

「
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
」
と
い
う
専
門
職
だ
。

史
料
を
保
存
す
る
主
な
文
化
施

設
に
は
、
博
物
館
、
図
書
館
、
文

書
館
が
あ
る

（ほ
か
に
史
料
館
や

歴
史
館
と
い

っ
た
施
設
な
ど
も
あ

る
）
。
博
物
館
に
は
学
芸
員
、
図

書
館
に
は
司
書
が
配
置
さ
れ
る

が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
も
称
さ
れ

る
文
書
館
の
仕
事
を
担
う
の
が
ア

ー
キ
ビ
ス
ト
で
あ
る
。

本
来
、
博
物
館
は
美
術

ｏ
建
築

・
民
俗

・
考
古

・
産
業
遺
産
な
ど

の
モ
ノ
、
図
書
館
は
著
作
物
、
文

書
館
は
文
書
類

（文
字
記
録
）
を

扱
う
、
と
い
う
役
割
分
担
が
あ
る
。

し
か
し
、
古
く
か
ら
私
た
ち
に
な

じ
み
の
あ
る
博
物
館
や
図
書
館
に

対
し
て
、
わ
が
国
で
は
文
書
館
の

整
備

・
普
及
が
十
分
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
古
文
書
は
博
物
館

や
図
書
館
な
ど
に
も
収
蔵
さ
れ
て

お
り
、
古
文
書
の
管
理
は
学
芸
員

の
重
要
な
職
務
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
は
、
古
い

文
字
記
録
だ
け
で
は
な
く
、
現
代

社
会
で
生
み
出
さ
れ
る
文
書
類
を

史
料
と
し
て
未
来
に
伝
え
る
、
と

い
う
固
有
の
役
割
が
あ
る
。

日
々
の
活
動
の
中
で
作
成
さ
れ

る
膨
大
な
文
字
記
録
を
、
す

べ
て

史
料
と
し
て
遺
す
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
は
そ
れ
ら
の
文
書
を
評
価

・

選
別
し
、
未
来
に
託
す
史
料
を
選

定
す
る
。
こ
の
作
業
に
は
高
度
な

専
門
性
や
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る

が
、
わ
が
国
で
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

の
制
度
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

本
県
に
は
栃
木
県
立
文
書
館
、

市
町
で
は
小
山
市
文
書
館
と
芳
賀

町
総
合
情
報
館
が
あ
る
。
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
の
制
度
が
な
い
中
で
、
館

の
職
員
、
お
よ
び
県
や
市
町
の
職

員
が
日
々
の
職
務
に
取
り
組
み
、

史
料
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

学
芸
員
や
司
書
は
国
家
資
格
で

あ
る
が
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
そ
う

な

っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
２

０
１
２
年
度
に
は
日
本
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
学
会
に
よ
る
登
録
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
、

２０
年
度
か
ら
は
国
立
公
文

書
館
に
よ
る
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

の
認
定
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。
ア

ー
キ
ビ
ス
ト
制
度
の
整
備
は
、
始

ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
が
古
文
書
を
通
し
て
歴

史
を
知
る
よ
う
に
、
今
自
分
た
ち

の
生
み
出
す
記
録
が
、
将
来
、
令

和
年
代
の
社
会
を
知
る
た
め
の
史

料
と
な
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
史

料
は
誰
に
と

っ
て
も
身
近
な
も
の

で
、
私
た
ち
も
歴
史
の

一
部
と
い

う
感
覚
に
包
ま
れ
る
。

歴
史
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
豊

か
な
社
会
で
あ
る
た
め
に
、
史
料

を
守
る
専
門
職
と
し
て
、
ア
ー
キ

ビ

ス
ト
が
社
会

に
広
く
認
知
さ

れ
、
そ
の
存
在
が
制
度
的
に
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

Ｌ
ｖ

（宇
都
宮
大
共
同
教
育
学
部
准

教
授
、
と
ち
ぎ
史
料
ネ
ッ
ト
代
表
）

自
民
党
各
派
閥
の
財
政
は
２
０
０
９
年
の
政
権
交
代
で
下
野
す
る
以
前
の
水
準
に

遠
く
及
ば
な
い
状
況
が
常
態
化
し
て
い
る
。
財
源
確
保
に
苦
慮
し
、
手

っ
取
り
早
い

資
金
調
達
手
段
と
し
て
政
治
資
金
パ
上
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。
夏
と
年
末
に
支
給
さ
れ
る

派
閥
か
ら
の
氷
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、
も
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だ
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で
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政
治
活
動
を
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い
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丁
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。

信
頼
回
復
の
名
目
で
体
よ
く
党

の
方
針
と
し
て
あ
れ
こ
れ
禁
止

す
る
方
が
、
都
合
が
良
か
っ
た

は
ず
だ
」
と
冷
や
や
か
だ
。

高
木
氏
改
め
て

不
正
関
与
否
定
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関
係
し
て
い
な
い
の
で
分
か
ら

な
い
」
と
訴
え
た
。
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全国10議会が意見書

マイナ保険証

政
府
が
今
年
リ

健
康
保
険
証
を
廃

機
能
を
マ
イ
ナ
ン

に
持
た
せ
て

一
木

イ
ナ
保
険
証
」
に

な
く
と
も
全
国
２７

１
１
０
議
会
が
対

意
見
書
を
可
決
し

日
、
受
け
取

っ
た

な
ど

へ
の
取
材
で

個
人
情
報
漏
え
い

る
な
ど
と
し
て
、

行
保
険
証
の
廃
止

を
要
請
。
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